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の
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処
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告
書
作
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検
討
を
実
施
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た
。
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の
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既
報
告
木
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釈
文
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出
土
状
況
の
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釈
な
ど
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訂
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じ
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の
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、
出
土
地
点
ご
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に
訂
正
資
料
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な
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見
資
料
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報
告
す
る
。
木
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基

本
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し
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平
石
が
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部
改
め
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の
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あ
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。
中
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⑪
は
半
裁
し
た
ヤ
マ
グ
ワ
の
枝
の
樹
皮
を
刹
い
だ
状
態
で
、
そ
れ
以
上
の
成

形
が
な
さ
れ
ず
墨
書
さ
れ
た
資
料
。
果
実
類
が
入
れ
ら
れ
た
土
師
器
甕
の
埋
納

坑
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
の
底
部
か
ら
出
土
し
た
。
①
ｌ
働
は
本
誌
二
六
号
で
遺
物
包
含
層

出
土
と
し
て
い
た
資
料
で
あ
る
が
、
出
上
位
置
を
再
確
認
し
た
と
こ
ろ
Ｓ
Ｘ

一

〇
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。

０
は
上
端
の
左
角
を
落
と
し
た
長
大
な
木
簡
の
表
裏
に

一
―
十
二
ま
で
の
数

字
を
列
記
し
た
も
の
で
、
①

・
②
も
同
様
。
数
字
が
対
応
す
る
何
か
を
検
定
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑮
は
風
化
に
よ
つ
て
オ
モ
テ
面
が
ミ
ミ
ズ
腫
れ
状
に
荒

れ
た
資
料
で
、
書
状
的
な
内
容
を
持
つ
が
乱
雑
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
取
り
上

げ
時
に
混
乱
が
あ
り
厳
密
な
出
土
地
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｘ
五
〇
出
土
の

可
能
性
が
高
い
。
⑭
は
Ｓ
Ｄ

一
六
出
土
と
判
断
し
た
。

伽
は
厚
み
の
あ
る
大
型
の
木
簡
片
で
、
「男
十

一
」
の
隣
は
残
画
が
少
な
く
判

断
を
保
留
し
た
が

「女
十
七
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
⑩
は
い
わ
ゆ
る
題
銭
軸
の

題
箋
部
で
あ
る
が
、
「知
」
の
文
字
は
半
分
切
れ
て
お
り
、
最
終
形
態
で
の
使
用

以
前
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
ｌ
⑭
は
Ⅳ
区
木
簡
溜
ま
り
出
土
と
し
て
整
理
し
た
。
い
ず
れ
も
木
簡
は
ほ

ぼ
完
形
で
あ
る
が
墨
痕
は
希
薄
で
あ
る
。
い
の
売
田
券
の
見
出
し
を
持
つ
木
簡

も
ほ
ぼ
同
じ
遺
存
状
況

・
出
土
層
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
二

・
〇
四
の

西
側
を
流
れ
る
流
路
に
伴
う

一
連
の
資
料
群
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
流
路
の
形
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は

『報
告
書
』
作
成
の
最
終

段
階
ま
で
検
討
を
重
ね
た
た
め

『報
告
書
』
内
で
記
載
が
混
乱
し
て
い
る
が
、

第
二
分
冊
の
木
簡
解
説
で
遺
構
廃
絶
後
、
九
世
紀
初
頭
と
し
て
い
る
の
は
誤
り

で
、
第
三
分
冊
の
総
括
で
遺
構
と
同
時
期
、
人
世
紀
中
葉
以
後
と
す
る
の
が
正

し
い
。
す
な
わ
ち
流
路
と
い
の
年
紀
は
近
似
し
て
お
り
、
木
簡
製
作

（あ
る
い

は
記
載
内
容
）
と
廃
棄
ま
で
の
期
間
を
検
討
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

⑮
は
保
存
処
理
に
よ
っ
て
裏
面
下
端
に
付
着
し
て
い
た
黒
色
物
質
が
若
千
除

去
さ
れ
、
「天
平
八
年

（七
一三
０

十
二
月
十
日
」
の
日
付
、
郷
長
な
ど
を
新
た

に
釈
読
で
き
た
。
ま
た
裏
面
の
船
越
田
も
口
分
田
と
推
定
さ
れ
、
本
木
簡
が
賃



租
に
か
か
わ
る
史
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
他
、
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
本
遺
跡
の
付
札
木
簡
に
は
「倭
」
を
「和
」

で
表
現
す
る
事
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

（⑬
側
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用
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郡
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若
和
部
臣
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が
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え
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か
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出
雲
郡
内
で
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通
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し
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の
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あ
ろ
う
。
大
和
宿

雨
氏
の
表
記
変
化
同
様
に
大
和
国
の
表
記
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
、
付
札
木
簡
に
み
え
る
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」
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」
な
ど
は
、
伊
努
、
美
談
な
ど
の
固
有

名
詞
の
略
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
②

「久
」
④

「海
」
な
ど
は
現
在
知
ら

れ
て
い
る
郷
名
で
は
理
解
で
き
ず
、
神
社
名

（
『延
喜
式
』
久
佐
加
神
社
・
同
社
大

穴
持
海
代
日
子
神
社
）
の
可
能
性
も
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

木
簡
の
性
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

『報
告
書
』
に
譲
る
が
、
概
略
を
述

べ
る
。
Ｓ
Ｘ
五
〇
か
ら
は
記
録
木
筒

・
削
暦
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
組
織
内

部
的
な
文
書
処
理
が
日
常
的
に
営
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
固
有

名
詞
十
人
名
の
記
載
を
持
つ
特
徴
的
な
付
札
木
簡
は
、
Ｓ
Ｘ

一
〇

・
Ⅳ
区
Ｓ
Ｂ

〇
二
周
辺
な
ど
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
、
Ｓ
Ｘ
五
〇
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
出
土

し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
付
札
木
簡
の
使
用
は
特
定
の
機
会
に
行
な
わ
れ
た
可

能
性
が
あ
り
、
結
論
と
し
て
大
量
に
出
土
し
た
墨
書
土
器

・
樺
皮
で
結
合
し
た

山
物
を
用
い
た
供
飲
供
食
儀
礼
の
た
め
の
物
資
集
積
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推

定
し
た
。
こ
の
儀
礼
の
名
称

・
内
容
に
つ
い
て
は
木
簡
そ
の
他
か
ら
直
接
窺
う

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
農
耕
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
木
簡

（ω
働
な
ど
）
が
見

ら
れ
る
こ
と
、
Ⅳ
区
の
遺
構
は
い
わ
ゆ
る
神
社
社
殿
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
儀
制
令
春
時
祭
田
条
に
記
さ
れ
た
農
耕
儀
礼
に
類
似
し
た
も
の
の
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
い
⑩
な
ど
は
税

（出
挙
）
に
関
わ
る
木
簡
群
と
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
、
出
挙
を
管
理
す
る
機
能
も
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、

遺
跡
全
体
に
つ
い
て
は
、
神
社
と
見
る
説
、
Ｉ
区
は
実
務
部
門
と
見
る
説
、
神

社

（Ⅳ
区
）
＋
仏
堂

（Ｉ
区
）
説
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
末
端
官
行
に
付
随
す
る

と
の
理
解
、
首
長
居
宅
に
付
属
す
る
と
の
理
解
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

側
は
調
査
区
最
西
端
の
Ⅲ
Ｂ
区
の
中
世
遺
構
面
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ
三
よ
り
、
牛

の
頭
蓋
骨

。
し
ゃ
も
じ
形
木
製
品

。
木
製
椀

・
刀
子
な
ど
と
と
も
に
出
土
し
た
。

完
形
品
で
左
上
端
に
穿
孔
が
あ
り
、
両
側
面
上
端
に
刃
端
の
あ
た
り
が
確
認
さ

れ
る
。
表
に
符
篠

・
呪
句

・
阿
弥
陀
三
尊
の
梵
字
、
裏
に
各
種
の
梵
字
が
記
さ

れ
て
い
る
。
供
伴
遺
物
か
ら

一
二
世
紀
後
半
の
動
物
犠
牲
祭
祀
に
関
わ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
関
係
文
献

鳥
根
県
教
育
委
員
会

『青
木
遺
跡
Ⅱ

（弥
生
―
平
安
時
代
編
送

（二
〇
〇
六
年
）

（平
石
充
）




